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３
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記
念

記
念

記
念

記
念
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標

道
標

道
標

道
標
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こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り
・・ ・・
大
峯

大
峯

大
峯

大
峯
・・ ・・
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
」」 」」
のの のの
更
新

更
新

更
新

更
新
作
業

作
業

作
業

作
業
 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

９
月

１
９

日
( 土

)  
 

 
快

晴
 

◇
参

加
者
；
山

上
皓

一
郎
・
木

下
嘉

彦
( 小

仲
坊

待
機

) 、
沖

﨑
吉

信
、
川

島
 

功
、

前
田

 
正

、
樋

口
義

也
、

豊
嶋

 
寛

、
濱

野
兼

吉
、

玉
岡

 
明

、

中
前

 
偉

、
畑

林
秀

味
、
畑

林
清

子
、
生

熊
敏

男
、
生

熊
千

満
子

、

橋
本

 
梓

、
石

橋
陸

子
、

須
崎

誠
久

、
村

吉
光

夫
、

杉
本

俊
也

、

山
口

泰
宏

、
青

木
宏

充
、

梶
野

照
雄

、
三

井
幹

雄
、

河
野

芳
宏

、

大
門

健
一

、
辻

 
正

博
、

越
野

智
子

、
 

 
 

 
計計 計計
２
７

２
７
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７

２
７
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奥

駈
葉

衣
会

の
前

田
勇

一
氏

の
南

奥
駈

道
再

興
の

遺
志

を
継

い
だ

新
宮

山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
は

、
千

日
刈

峰
行

を
Ｓ

５
９

年
(1

9
8
4
) ６

月
か

ら
取

組
、

Ｓ
６

１
年

(1
9
8
6
)) ９

月
の

三
年

を
か

け
た

一
巡

目
( 延

３
１

５
日

) を
終

え
、

南
奥

駈
道

が
再

興
さ

れ
、

そ
の

再
興

記
念

と
し

て
Ｓ

６
１

年
１

０
月

に
、

此
処

太

古
ノ

辻
に

「
こ

れ
よ

り
・

大
峯

・
南

奥
駈

道
」

の
記

念
道

標
が

設
置

さ
れ

ま

し
た

。
 

設
置

後
２

９
年

年
が

経
過

し
、

標
柱

の
腐

朽
も

進
み

更
新

す
る

こ
と

に
な

り
、

更
新

に
あ

た
り

昨
年

よ
り

村
吉

さ
ん

が
、

防
腐

剤
高

圧
含

浸
処

理
桧

丸

太
、

道
標

の
カ

ツ
ラ

板
の

調
達

と
現

案
内

道
標

は
玉

岡
憲

明
氏

の
奥

さ
ん

故

節
子

さ
ん

の
揮

毫
で

、
そ

の
字

を
写

真
に

撮
り

、
同

一
字

体
と

し
て

カ
ツ

ラ

板
へ

の
彫

り
込

み
と

取
付

細
工

が
な

さ
れ

、
仕

上
げ

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
 

玉
岡

憲
明

さ
ん

に
見

て
頂

く
た

め
に

、
９

月
１

０
日

新
宮

で
組

立
て

、
玉

岡
さ

ん
に

出
来

栄
え

を
事

前
披

露
し

、
本

日
の

更
新

作
業

と
な

っ
た

。
 

こ
の

記
念

道
標

は
、

当
ぐ

る
ー

ぷ
の

活
動

原
点

の
道

標
で

あ
り

、
一

大
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

多
く

の
参

加
者

で
盛

り
上

げ
て

頂
く

と
共

に
先
人

達
の
苦
労

の
一
端

を
知

っ
て

頂
き

た
く
企
画

し
ま

し
た

。
 

本
日

、
昨

日
ま

で
の
雨

も
あ

が
り

快
晴

と
な

り
絶
好

の
作

業
日

に
な

っ
た

。
 

 

前
鬼

林
道
ゲ

ー
ト

前
( ８
時
集
合

) へ
新

宮
組

が
７
時
半

に
着

く
と

、
朝

３

時
出
発

の
西

宮
市

・
大

門
氏

、
軽

ト
ラ
車
泊

・
杉

本
氏

、
き

な
り
湯
素
泊

り

の
青

木
・

梶
野

氏
、
香
芝
市

・
山

口
さ

ん
達

が
既

に
待
機

さ
れ

て
い

た
。

 

林
道
ゲ

ー
ト

の
鍵

は
、
小
仲
坊

の
お
堂
外
壁

・
屋
根
葺
き
替

え
工

事
を
請

負
わ

れ
た

木
下
棟
梁

が
、
小
仲
坊

か
ら
預

か
っ

て
お

ら
れ

、
五
鬼
助

さ
ん

の

了
解

を
得

て
小
仲
坊

へ
車

で
乗
入

れ
出

来
る

事
に

な
っ

た
。

 

待
機

の
間

に
自
己
紹
介
等

行
う

、
程

な
く

木
下
棟
梁

の
軽

ト
ラ

( 同
乗

山
上

氏
) が

、
道
標

標
柱

を
積

ん
で
到
着

。
道
具
類

、
道

標
関
連
積
載
車
以
外

の
車

は
、
小
仲
坊

下
の
路
肩

の
広

い
林

道
に
駐
車

。
 

お
堂

前
で

中
前
導
師

に
よ

る
勤

行
が
始

ま
る

前
に

、
定
刻
着

の
三

井
車

( 同

乗
河

野
氏

) が
到
着

し
、

本
日

の
無

事
故
等
祈
願

の
勤

行
を

す
る

。
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0
事

前
組

立
披

露
 

 
前

鬼
林

道
ゲ

ー
ト

前
に

て
 

小
仲

坊
お

堂
前

・
勤

行
後

 

 宿
坊

前
で

沖
﨑

氏
か

ら
本

日
の

作
業
予
定

と
役
割
分
担

が
あ

り
、
標

柱
( 径

1
8
㎝
×
長

さ
2
7
0
㎝

;2
4
㎏

) 運
搬
Ａ
班

( 川
島

・
山

口
・

樋
口

・
青

木
・

杉

本
) 、
Ｂ
班

( 沖
崎
・
大

門
・
前

田
・
中

前
・
梶

野
) 。

案
内

板
( 上
辺

1
0

0
㎝

・

横
4
6
㎝

;1
2
㎏

) 河
野

・
三

井
。

道
標

(7
㎏

) ；
豊

嶋
、

組
立

道
具

と
機
材

；

村
吉

、
ス
コ
ッ
プ
・
ツ
ル
ハ
シ
；
濱

野
、
穴
堀
ス
コ
ッ
プ
・
バ

ー
ル
；
須
崎
、

標
柱
キ
ャ
ッ
プ

・
銅

板
類

；
橋

本
、
肩
パ
ッ

ト
・
ザ

イ
ル
等

；
畑

林
秀
、

み

か
ん

；
辻

、
お
や
つ
等

；
生

熊
・

畑
林

。
に

な
り
小
仲
坊

８
時
半

に
出
発

。
 

Ａ
班

が
標

柱
運
搬
時

は
、
Ｂ
班

が
Ａ
班

者
の
荷

と
二
人
分

を
担

ぐ
。
小
仲

坊
か

ら
本
谷

を
横
切

る
迄

は
、
登

山
道

も
広

く
５
人

で
運
べ

る
が

、
本
谷

を

渡
る
際

は
肩
掛

け
布
帯

の
二
人

で
運
び

、
渡

っ
て

し
ば

ら
く

行
っ

た
地

点
で
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Ｂ
班

と
交
代

。
 

や
や
緩
や

か
な

中
州
樹

林
帯

の
登

山
道

は
、
力

の
強

い
中

前
氏

は
直
接
肩

で
担

ぐ
。
岩

の
合
間

に
は
栃

の
実

が
多
数
落
ち

て
い

て
実

り
の
秋

を
感
じ

る
。
 

次
第

に
急
傾
斜

と
高

い
段
差

道
と

な
り

、
ま

た
木
製
階
段

で
は

、
肩
掛

け

帯
の
二
人

で
運
び

、
疲

れ
も
考
慮

し
早

め
の

５
分
間
隔

で
交
代

す
る

。
 

二
つ
岩
手

前
で

、
Ｈ
Ｐ

で
今

日
の

行
事

を
知

り
参

加
し

た
と

い
う

越
野

さ

ん
( 橿

原
市

) が
、
山

上
さ

ん
か

ら
「
ゆ

っ
く

り
登

れ
と

」
託

っ
た

と
追
着

く
。

 

二
つ
岩
手

前
で
お
や
つ

を
落

下
さ
せ

、
杉

本
君

が
拾

い
に

下
り

、
回
収

す

る
ハ
プ
ニ

ン
グ

が
あ

る
。
二
つ
岩

に
は

１
０
時

に
着
き

、
女
性
陣

か
ら

み
か

ん
等

の
お
や
つ

が
配

ら
れ

大
休
止

。
 

 
 

 

宿
坊

前
で

作
業

指
示

 
 

 
 

標
柱

運
搬

Ａ
班

 
 

 
 

標
柱

運
搬

Ｂ
班

 

 
 

 

 
二

つ
岩

で
休

憩
 

 
 

 
支

谷
か

ら
の

階
段

 
 

 
太

古
ノ

辻
手

前
急

階
段

 

 辻
氏

か
ら

は
、
ミ

カ
ン

の
皮

を
捨

て
る

と
熊
等

の
動
物

は
大
好
物

な
の

で

寄
っ

て
来

る
の

で
持
ち
帰

っ
て
欲

し
い

と
の
忠
告

が
あ
つ

た
。

 

尚
、

先
般

、
閼
伽
坂
尾
根

で
熊

に
襲
わ

れ
た

と
の

事
、
今

年
は

平
治
宿

で

も
目
撃

さ
れ

て
お

り
、
冬
眠

前
の

活
発

な
時
期

に
な

り
注
意

を
喚
起

し
た

い
。
 

二
つ
岩

か
ら

ト
ラ
バ

ー
ス
気

味
の
登

山
路

が
続
き

、
二
人

で
の
運
搬

と
な

り
、
班
別
運
搬

が
機
能

し
な

く
な

り
、
Ａ
班
主

体
の

標
柱
運
搬

と
な

り
、

と

り
わ

け
杉

本
君

が
頑
張

っ
て

下
さ

る
。

 

梶
野

氏
は

、
ヒ
メ
サ
サ

で
足
場

の
見
難

い
ヵ
所

を
鎌

で
刈

っ
て
登

っ
て

来

ら
れ

た
。
小
仲
坊

か
ら

２
時
間
半

と
予
定

よ
り
早

い
１

１
時

１
０
頃

に
太

古

ノ
辻

に
到
着

し
た

。
 

沖
﨑

氏
か

ら
玉

岡
さ

ん
達

の
記

念
道

標
設

置
の
報
告
書

が
配
布

さ
れ

、
作

業
予
定

と
指
示

が
あ

り
昼
食

。
 

快
晴

で
陽
ざ

し
が
厳

し
く

、
木
陰

を
探

し
て
各
々
昼
食

を
と

る
。

木
陰

で

は
涼

し
い
風

が
、
汗

を
吹
き
飛
ば

し
爽
や

か
な
ひ

と
時

で
あ

る
。
越

野
さ

ん

は
、
釈
迦
ヶ
岳
往
復

へ
出
発

 

 
 

 

 
太

古
ノ

辻
到

着
 

 
 

 
到

着
後

の
打

合
せ

 
 

 
 

取
替

後
の

柱
固

め
 

 昼
食

後
、

青
木

氏
リ

ー
ダ

ー
の

下
、
女
性
陣

は
深
仙
宿
往
復

へ
。

 

村
吉

氏
主
導

で
標

柱
に

案
内

板
が

取
り

付
け

ら
れ

る
。
又

、
松

本
板
金

さ

ん
無
償
提
供

の
銅
製

標
柱
キ
ヤ
ッ
プ
及
び
地
面
境
界

付
近

( 地
上

か
ら

２
ｍ

)
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に
銅

板
が
巻

か
れ

る
。

 

そ
の
間

に
旧

道
標

標
柱

の
周

り
の

石
を
除
き

、
前

後
左
右

に
ゆ

す
り

、
３
・

４
で
強
引

に
持

上
げ
引
き
抜

く
事

が
出

来
た

。
 

大
門

氏
は
横

か
ら
落
ち

た
石

・
土

を
根

木
氏
提
供

の
穴
掘
ス
コ
ッ
プ

で
掘

り
出

す
。

 

新
規

道
標

標
柱

を
旧

標
柱
穴

に
入

れ
る

と
、
ぴ

っ
た

り
の

高
さ

で
あ

る
。

穴
隙
間

を
埋

め
る
小

石
を
皆

で
捜

す
が

見
当

た
ら
ず

、
平

た
な

石
を
バ

ー
 

ル
等

で
割

り
小

石
・

土
を
交
互

に
入

れ
、
突
き
固

め
る

前
に

梶
野

氏
に
垂
直

レ
ベ
ル

を
確

か
め

て
頂
き

、
生

熊
氏

な
ど

が
突
き
固

め
た

。
 

想
定

し
た
穴

を
掘

る
作

業
が
殆

ん
ど
無

く
、

更
新

作
業

が
は

か
ど

る
。

 

標
柱

設
置

後
に

行
き

先
案

内
板

が
取

付
ら

れ
、

更
新

作
業

が
１

２
時
半

過

ぎ
に

終
了

し
た

。
 

旧
案

内
板

は
、
余
分

な
標

柱
を
切

り
落

し
、
持

経
宿

に
設

置
の

た
め

、
持

ち
帰

る
こ

と
に

し
た

。
旧

案
内

板
下
ろ

し
も

河
野

・
三

井
氏

に
お
願

い
し

た

が
、

下
山
時

の
方

が
重

い
荷

に
な

っ
た

と
思
わ

れ
る

。
 

更
新

作
業

参
加

者
で

沖
﨑

さ
ん

の
奥

さ
ん

揮
毫

の
「

太
古

ノ
辻

・
記

念
道

標
更

新
」

の
横
断
幕

を
拡

げ
、

新
規

道
標

前
で

記
念

撮
影

。
 

深
仙
宿

組
も

下
山

し
、

本
日

参
加

者
全
員

の
記

念
撮
影

を
し

て
、

そ
れ
ぞ

れ
に
荷
造

り
を

し
て

、
１

３
時

過
ぎ

に
太

古
ノ

辻
を
発
つ

。
 

 
 

 

更
新

作
業

者
 

 
 

 
 

本
日

の
作

業
者

 
 

 
 

太
古

ノ
辻

下
山

準
備

 

途
中

、
二
つ
岩

で
大
休
止

を
し

て
小
仲
坊

に
下

山
。
早

い
方

は
１
４
時
４

０
頃

に
到
着

し
、
お
堂

の
廃
材

、
廃

ト
タ

ン
の

を
運
搬

を
手
伝

っ
た

。
 

人
数

が
多

い
だ

け
に

後
片

付
け

も
早

く
終

り
、
遠
方

の
方

の
帰
宅

も
あ

り

１
５
時
半

に
作

業
手
伝

い
を

終
え

る
。

 

小
仲
坊

の
ご
好
意

に
よ

り
ジ
ュ

ー
ス

・
缶
ビ

ー
ル

の
差

し
入

れ
が

あ
り

、

あ
り

が
た

く
頂
戴

す
る

。
 

今
行

事
へ

の
協
力
御
礼

と
無

事
帰
宅

を
願

っ
て

、
こ

こ
小
仲
坊

で
流

れ
解

散
と

し
た

。
参

加
者

の
皆

さ
ん
お
疲

れ
様

で
し

た
。

 

尚
、

木
下
棟
梁
他

３
名

は
、
お
堂

の
屋
根

・
ル

ー
フ
ィ

ン
グ
張

り
が
略

終

え
て

い
て

、
今
夜
宿
泊

し
て

明
日

も
作

業
さ

れ
る

そ
う

で
す

。
山

上
さ

ん
は

棟
梁
他
職
人

の
手
伝

い
を

さ
れ

、
忙

し
か

っ
た

そ
う

で
、
一
緒

に
帰

新
し

た
。

 

今
回

、
辻

さ
ん

、
越

野
( １

５
時
頃

下
山

) さ
ん

は
、
初

参
加

さ
れ

ま
し

た

が
、
今

後
参

加
頂

け
る
雰
囲
気

で
し

た
。

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

7
:3

0
前
鬼

林
道

7
:5

0
→

8
:0

5
小
仲
坊

8
:3

0
→

1
0
:0

0
二
つ
岩

1
0
:2

0
→

1
1
:1

5
太

古
ノ

辻
→
昼
食
→

1
1
:4

0
更

新
作

業
1
2 ：

3
5
→

太
古

ノ
辻

1
3
::0

5

→
1
3
:4

5
二
つ
岩

1
4
:0

5
→

1
4
:4

5
小
仲
坊

1
5
:4

0
解
散

。
 

 

 

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品
 

村
吉

光
夫

；
道

標
の

調
達
材
及
び
塗
料

・
機
材

な
ど

。
 

松
本

吉
殖

；
標

柱
銅

板
キ
ャ
ッ
プ

と
銅

板
。

 

肩
パ
ッ

ト
；

畑
林

清
子

、
大
江

加
予

子
。

 

( 記
 

川
島

)  
 

 
 

 
 

 
 

 

 


